
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」

と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン

「
フ
ァ
レ
サ
ア
の
浜
」

ー
「
調
子
を
学
ん
だ
」

こ
と
を
め
ぐ
っ
て

は
じ
め
に

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」

一
九

O
六
(
明
治
三
九
)
年
四
月
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に

lま

掲
載
さ
れ
て
以
来
、
ち
ょ
う
ど
百
年
が
経
っ
た
今
日
も
読
者
を
魅
了
し
続
け
て
い

る
。
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
は
激
石
初
期
作
品
群
の
中
で
、
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
と
同

様
に
滑
稽
味
が
あ
ふ
れ
、
激
石
文
学
に
お
い
て
も
は
や
不
動
の
評
価
を
得
た
作
品

「坊っちゃんjとスティーブンソン「ファレサアの浜j

で
あ
る
。
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」

に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
既
に
様
々
な
角
度
か
ら

の
作
品
分
析
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
「
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
程
、

そ
の
モ
デ
ル
が
間

題
に
さ
れ
た
作
品
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
(
中
略
)
も
し
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
に

そ
の
モ
デ
ル
は
、
す
べ
て
激
石
自
身
で
あ
っ
た
」
と

モ
デ
ル
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

小
宮
豊
隆
氏
、
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」

に
つ
い
て
の
考
察
は

作
品
の
モ
デ
ル
問
題
を
め
ぐ
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
主
人
公
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
女

性
観
や
清
と
の
関
係
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
作
者
激
石
の
家
庭
関
係
の
重
な
り
、
坊
っ

ち
ゃ
ん
の
江
戸
つ
子
意
識
・
学
歴
、
作
品
の
語
り
や
登
場
人
物
の
構
造
問
題
等
に

つ
い
て
作
家
論
・
作
品
論
の
視
点
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
。
今
後
は
、
作
品
に
つ

い
て
の
新
た
な
分
析
と
と
も
に
、
作
品
の
原
点
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」

は
激
石
が
一
八
九
五
年
四
月
か
ら
翌
年
四

レ
オ
ン

ユ
ッ
ト
・

モイ
s

月
ま
で
の
一
年
間
、
愛
媛
県
尋
常
中
学
校
で
英
語
教
師
の
経
験
か
ら
得
た
構
想
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
構
想
・
構
成
上
、
本
当
に
激
石
自
ら

の
体
験
し
か
生
か
さ
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
愛
媛
県
尋
常
中
学
校
の
教
職
か
ら
「
坊

っ
ち
ゃ
ん
」
執
筆
ま
で
お
よ
そ
十
年
の
歳
月
が
あ
る
。
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の
出
現

は
純
粋
に
過
去
の
記
憶
が
蘇
生
し
た
だ
け
な
の
か
。
本
論
で
は
、
主
に
激
石
の
発

言
を
踏
ま
え
て
作
品
の
構
想
の
原
点
に
遡
り
、
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の
成
立
事
情
を

η〈
U
1
E
ム

検
証
し
た
い
。
英
文
学
者
で
あ
る
激
石
に
と
っ
て
の
、
外
国
文
学
、
特
に
英
文
学

と
の
か
か
わ
り
に
関
し
て
は
、
色
々
な
角
度
か
ら
考
察
を
行
う
価
値
が
あ
る
と
考

え
る
か
ら
で
あ
る
。
論
者
は
、

そ
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
従
来
の
激
石
研
究
に

お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
な
い

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の

「
フ
ア

レ
サ
ア
の
浜
」
と
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
比
較
研
究
の
最
初
と

し
て
、
激
石
の
発
言
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
両
作
の
共
通
点
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
ら
何
を
習
い
、
何
を
摂
取
し
た
の

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
が
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」

か
、
二
作
の
連
続
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

「
ア
ラ
ビ
ヤ
ン
ナ
イ
ト
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
」

の
謎

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
と
外
国
文
学
・
英
文
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
先
行
論
は
そ



「坊っちゃん」とスティーブンソン「ファレサアの浜j

れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」

の
発
表
当
時
に
、
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
と
フ

ラ
ン
ス
の
ア
ル
フ
ヲ
ン
ス
・
ド
|
デ
ー
の
名
作
『
ち
び
』
の
一
部
分
が
似
て
い
る

と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
近
年
は
、
デ
イ
ケ
ン
ズ
の
『
デ
イ
ヴ
イ

ツ
ド
・
コ
パ
フ
ィ
ー
ル
ド
』
『
ニ
コ
ラ
ス
・
ニ
ツ
ク
ル
ビ
l
H

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

シ
ャ
l
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
ン
テ
の
『
教
授
』
、

メ
レ
J

ア
イ
ス

の
『
ペ
ニ
ス
の
商
人
』
、

きの
たτ『
日サ
ン
ド
フ

J、ι
ロ

~ 

が

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
と
の
か
か
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て

と
こ
ろ
で
、
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
が
発
表
さ
れ
た
ま
も
な
く
、
『
国
民
新
聞
』
の
記

者
で
あ
っ
た
篠
原
温
亭
が
激
石
を
訪
ね
て
、
激
石
の
談
話
を
と
り
、
「
「
坊
ち
ゃ
ん
」

一
九

O
六
年
八
月
三
十
一
日
の
『
国
民
新
聞
』
に
掲
載

の
著
者
」
と
題
し
て
、

し
た
。
こ
の
中
で
、
激
石
は
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の
発
想
と
外
国
文
学
と
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
、
英
文
作
家
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
名
と
「
ア
ラ
ピ
ヤ
ン
ナ
イ
ト
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
」
と
い
う
作
品
名
を
あ
げ
て
い
る
。

「
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
」
で
す
か
、
腹
案
は
有
た
と
い
ふ
次
第
で
も
有
ま
せ
ん
、
さ
や
う
三

日
計
り
前
に
不
意
と
浮
ん
で
す
る
/
¥
と
書
て
了
っ
た
ん
で
す
、
と
彼
は
矢
張
り
玉

火
屋
を
打
眺
め
て
語
り
つ
、
け
た
が
此
時
ハ
タ
と
膝
を
打
っ
て
、
さ
う
で
し
た
、
ウ

ン
さ
う
だ
、
ス
チ
!
ヴ
ン
ソ
ン
の
「
ア
ラ
ビ
ヤ
ン
ナ
イ
ト
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
」

で
す
、
之
か
ら
恩
ひ
付
た
ん
で
す
、
第
一
人
称
で
書
て
英
語
も
大
部
変
っ
て
ゐ
る
、

比
に
習
ふ
な
ら
ベ
ラ
ン
メ
l
言
葉
で
な
く
ち
ゃ
可
け
な
い
、
悪
梶
が
居
て
色
々
な
こ

比
比
し
ま
す
が
ね
、
其
の
マ
ア
調
子
で
す
ね
、
調
子
を
持
ん
だ
と
い
へ
ば
言
ふ
ん
で

す
、
一
例
を
い
ふ
と
鉄
砲
を
界
い
で
両
方
か
ら
一
本
道
を
歩
っ
て
来
る
も
の
が
あ
る
、

行
合
ふ
て
双
方
立
止
る
、
何
故
人
の
前
に
立
っ
か
と
い
ふ
と
一
方
も
何
故
人
の
前
に

立
っ
か
と
い
ふ
、
貴
様
避
け
と
い
ふ
と
、
貴
様
避
け
と
い
っ
た
寸
門
な
塩
梅
、
其
人

自
身
が
滑
稽
に
出
来
て
居
る
、
決
し
て
椿
へ
た
も
の
で
な
い
、
結
構
は
「
ぽ
っ
ち
ゃ

ん
」
よ
り
簡
単
で
す
、
人
物
も
那
様
に
沢
山
出
て
来
ま
せ
ん
、
け
れ
ど
も
之
か
ら
脱

化
し
た
と
は
誰
も
気
つ
く
ま
い
、
只
だ
調
子
丈
で
す
か
ら
ね

の
著
者
」
の
新
聞
記
事
を
翻
刻
し
、
「
「
坊
ち
ゃ

ん
」
の
著
者
|
|
当
時
の
新
聞
記
事
か
ら
|
l
l
」
と
題
し
て
、
注
を
付
け
て
い

大
屋
幸
世
氏
は
「
坊
ち
ゃ
ん
」

る
。
「
文
中
「
ア
ラ
ビ
ヤ
ン
ナ
イ
ト
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
」
と
あ
る
の
は
、
-
云
目
当

〉
B
Z
S
Z
H
m
H
H
i
g
-
-
で
は
な
く
、
z
z
g仏

Z
H
m
F
え
関
口
同
R
S
B旨
g
g
z
の
開
聞
き
誤
り
で

あ
ろ
う
」
と
、
大
屋
氏
は
注
に
て
記
者
の
誤
記
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
論
者
も
作

品
の
題
名
や
内
容
を
確
認
し
て
み
た
が
、
「
ア
ラ
ピ
ヤ
ン
ナ
イ
ト
、

エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
」
と
い
う
作
品
は
存
在
し
な
い
。
記
者
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
z
Z問
者

〉
B
Z
B
Z
何
度
目
=
2
H
回
目
百
円
H
Z
F
m
F
Z
-
何
回
M
H
m
E
B
B
-
m昆
z
の
二
作
品
か
ら
、
存
在
し
な

い
作
品
=
〉
B
Z
B
H
W
H
H
R
S
B
B
g
t
と
誤
記
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
大
屋
氏
は

こ
の
誤
り
を
指
摘
し
た
最
初
の
研
究
者
で
あ
ろ
う
。
伊
藤
整
・
荒
正
人
著
『
激
石

研
究
年
表
『
と
後
年
の
荒
正
人
著
『
激
石
研
究
年
表
増
補
改
訂
『
で
も
大
屋

14-

氏
の
注
を
引
用
し
て
い
る
。

大
屋
氏
が
推
定
し
た
よ
う
に
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
作
品
群
の
中
で
最
も
「
坊

っ
ち
ゃ
ん
」

共
通
す
る
要
素
を
持
つ
の
は
、
2
z
s
n
H

Z
G
F
Z
-

に
近
似
し
、

何
回
世
m
E
B
B
B
H
回
=
(
『
南
海
千
一
夜
物
語
』
)
で
あ
る
と
論
者
も
考
え
る
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
両
作
の
詳
細
な
考
察
は
い
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
以
下
、

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
と
=
E
E
g
g
-
開
ロ

S
2
5
8
g
z
の
二
作
の
比
較
検
討
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
と
『
南
海
千
一
夜
物
語
』

ロ
パ
l
ト
・
ル
イ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
は
一
八
五

O
年
十
一
月
十
三
日
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
首
都
エ
ジ
ン
パ
ラ
で
生
ま
れ
た
。
体
が
車
弱
だ
っ
た
が
、
精
神



「
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
家
か
ら
受
け
継
い
だ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
憂

欝
な
気
質
、
誠
実
さ
、
率
直
さ
と
は
相
容
れ
な
い
か
れ
の
陽
気
さ
と
反
逆
性
」
)

面
で
は
、

が
見
ら
れ
た
。
彼
を
一
躍
有
名
に
し
た

4
5言。

E
S弓
(
『
宝
島
』
)
lま

一
八
八
六
年
の
£
百
括
白

Uz--E5・
与
色
白
=
(
『
ジ
|
キ
ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏
』
)
は
、
彼
の
名
声
を
決

定
的
な
も
の
に
し
た
。

八
八
三
年
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
し
て

。
回
目
白

。『ロ『・

一
八
八
八
年
三
十
八
歳
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
は
、
家
族
を
連
れ
て
太
平
洋
の

島
々
ハ
ワ
イ
、
サ
モ
ア
な
ど
を
巡
る
旅
に
出
た
。
死
ぬ
日
ま
で
サ
モ
ア
に
定
住
し
、

一
八
九
三
年
に
出
版
さ
れ
た
z
E
E
R
H
Z
G
Z∞-

E
仲
良
也
R
H
E
g
-
-
(
『
南
海
千
一
夜
物
語
』
)
も
こ
の
時
期
に
完
成
さ
れ
た
。
南
洋

に
来
て
か
ら
六
年
目
の
一
八
九
四
年
に
脳
溢
血
で
倒
れ
、
わ
ず
か
四
十
四
歳
で
亡

く
な
る
。
遺
体
は
サ
モ
ア
に
葬
ら
れ
、
墓
に
サ
モ
ア
語
で
「
物
語
り
の
君
の
墓
」

幾
篇
も
の
南
海
物
を
完
成
さ
せ
た
。

「坊っちゃんjとスティーブンソン「フアレサアの浜」

と
刻
ま
れ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
作
品
群
の
中
で
最
も
「
坊
っ
ち
ゃ

ん
」
に
近
似
し
、
共
通
す
る
要
素
を
持
つ
の
は
、

-
-
E
E
E
E
E
2
3
5
8広三

(
『
南
海
千
一
夜
物
語
』
)
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
最
後
か

ら
二
番
目
の
作
品
で
あ
り
、
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」
「
瓶
の
妖
鬼
」
「
声
の
す
る
島
」

の
三
篇
の
話
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
三
篇
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
話
で
あ
る
が
、

舞
台
は
同
様
に
未
開
の
南
洋
の
島
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」

の
一
番
重
要
な
主
人
公
は
白
人
だ
が
、
「
瓶
の
妖
鬼
」
「
声
の
す
る
島
」

の
主
人
公

は
島
民
で
あ
る
。
三
篇
の
中
で
、
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
と
の
類
似
点
が
多
く
見
ら
れ

で
あ
る
。
以
下
、
そ

る
の
は
=
豆
町
田

g岳
丘
町
色
町
田
島
=
(
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」
)

の
概
略
を
紹
介
し
よ
う
。

「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」
の
概
略

第
一
章
「
南
海
の
婚
宴
」

ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
は
、
す
で
に
白
人
(
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
人
)
が
住
ん
で

い
る
南
洋
の
島
に
商
売
の
た
め
到
着
し
た
。
そ
こ
で
、
地
元
の
女
性
ウ
マ
と
の
結

婚
を
ケ
イ
ス
と
い
う
男
に
勧
め
ら
れ
た
。
ケ
イ
ス
は
、
英
語
も
地
元
の
言
葉
も
話

せ
、
「
生
れ
が
良
く
、
立
派
な
教
育
が
あ
る
事
は
確
か
だ
っ
た
」
が
、
小
柄
で
肌

が
黄
色
っ
ぽ
く
、
国
籍
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
は
ケ
イ
ス
と
仲
良

く
し
て
行
き
た
か
っ
た
。
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
は
ウ
マ
と
結
婚
し
、
「
該
ジ
ョ
ン
・

イ
ル
ト
シ
ヤ
氏
は
い
つ
何
時
た
り
と
も
ウ
マ
を
遺
棄
す
る
自
由
を
有
す
る
。
」
と

英
語
で
書
か
れ
た
結
婚
証
書
が
彼
女
に
渡
さ
れ
た
。
砕
け
た
英
語
し
か
話
せ
な
い ウ

F
D
 

句
E
4

ウ
マ
は
、
こ
の
結
婚
証
書
を
天
国
に
行
く
た
め
の
通
行
証
の
よ
う
に
と
て
も
大
事

に
保
管
し
て
い
た
。

第
二
章
「
交
際
禁
止
」

ウ
マ
と
結
婚
し
た
後
、
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
は
、
島
民
が
彼
の
い
る
場
所
へ
近
寄
り

た
が
ら
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
彼
は
ケ
イ
ス
に
尋
ね
た
が
、
ケ

イ
ス
は
知
ら
ぬ
顔
を
し
た
。
ケ
イ
ス
に
は
何
ら
か
の
陰
謀
、
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
は
疑
っ
た
。
あ
る
日
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
タ
!
ル
ト
ン
宣
教

師
に
出
会
い
、
ケ
イ
ス
の
悪
行
を
初
め
て
耳
に
し
た
。
実
は
、
ウ
マ
と
母
親
は
島

民
に
排
斥
さ
れ
て
お
り
、
ケ
イ
ス
は
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
を
困
ら
せ
る
た
め
に
わ
ざ
と

何
も
教
え
ず
、
ウ
マ
と
の
結
婚
を
勧
め
た
の
だ
っ
た
。
従
っ
て
、
ウ
マ
と
結
婚
し

て
い
る
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
の
と
こ
ろ
に
島
民
た
ち
は
近
寄
り
た
が
ら
な
い
。
こ
の
真
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相
を
知
っ
た
後
、
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
は
ケ
イ
ス
と
仲
が
悪
く
な
っ
た
。

第
三
章
「
宣
教
師
」

ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
は
ケ
イ
ス
と
喧
嘩
し
た
後
、

一
人
の
宣
教
師
に
出
会
っ
た
。
ウ

マ
と
結
婚
し
て
い
る
限
り
白
分
は
商
売
で
き
な
い
こ
と
を
覚
悟
し
た
上
で
、
ウ
マ

を
永
遠
の
妻
と
す
る
た
め
に
、
彼
女
と
正
式
に
結
婚
し
た
い
こ
と
や
、
結
婚
式
の

証
人
に
な
っ
て
欲
し
い
こ
と
を
、
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
は
宣
教
師
に
告
げ
た
。
そ
し
て
、

ウ
マ
の
大
事
に
し
て
い
た
結
婚
証
書
を
彼
女
の
目
の
前
で
千
切
っ
た
。

第
四
章
「
妖
術
」

悪
霊
が
出
る
た
め
島
氏
が
薮
の
中
に
近
寄
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
た
ウ
イ
ル
ト
シ

ヤ
の
薮
の
中
へ
の
探
検
請
。
実
は
こ
れ
は
ケ
イ
ス
の
仕
業
で
、
迷
信
深
い
島
民
を

怖
が
ら
せ
る
仕
掛
け
で
あ
っ
た
が
、
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
は
そ
れ
を
見
破
っ
た
。

第
五
章
「
叢
林
の
一
夜
」

ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
は
あ
る
夜
爆
弾
を
持
っ
て
再
び
薮
に
入
り
、
ケ
イ
ス
の
仕
掛
け

を
破
壊
し
よ
う
と
し
た
。
ケ
イ
ス
が
そ
れ
を
知
っ
て
、
銃
を
持
っ
て
薮
の
中
に
入

っ
た
。
そ
の
こ
と
を
夫
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
ウ
マ
も
薮
の
中
に
入
っ
た
。
仕
掛

け
が
破
壊
さ
れ
、
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
夫
婦
は
ケ
イ
ス
に
射
撃
さ
れ
た
が
、
最
後
に
ケ

イ
ス
は
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
に
ナ
イ
フ
で
殺
さ
れ
た
。
幸
い
夫
婦
と
も
死
に
至
ら
な
か

っ
た
が
、
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
は
事
件
で
脚
に
障
害
を
お
っ
た
。
結
局
、
ワ
イ
ル
ト
シ

ヤ
は
イ
、
ギ
リ
ス
に
戻
ら
ず
、
ウ
マ
や
子
供
た
ち
と
一
緒
に
島
で
暮
ら
し
続
け
た
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
愛
読
者
激
石
と
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」

激
石
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
と
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
に
お
い
て

よ
く
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
「
彼
岸
過
迄
」
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
2
Z白
老
〉

gzs

z-mFizz(『
新
ア
ラ
ビ
ア
夜
話
』
)
で
あ
る
。
激
石
が
『
国
民
新
聞
』
で
ス
テ
ィ

ー
ブ
ン
ソ
ン
の
作
品
名
を
あ
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
と
ス
テ

ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
と
の
か
か
わ
り
、
特
に
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」
と
の
影
響
関
係
を

考
察
す
る
先
行
論
は
先
述
し
た
大
屋
幸
世
氏
の
指
摘
を
除
き
、
管
見
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
当
該
記
事
に
基
づ
い
て
改
め
て

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
を
分
析
し
て
い
き
た

し、

「
彼
岸
過
迄
」
に
影
響
を
及
ぼ
す
以
前
に
、
す
で
に
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
影

響
は
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」

に
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
よ
り
先
に
発

表
さ
れ
た
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
に
も
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
名
や
作
品
名
(
「
自

殺
ク
ラ
ブ
」
)
が
見
ら
れ
る
。
激
石
が
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
作
品
を
愛
読
し
て

内

h
U

唱

E
A

い
た
こ
と
は
彼
の
色
々
な
談
話
や
文
章
か
ら
う
か
が
い
知
れ
る
。
談
話
「
予
の
愛

読
書
」
に
お
い
て
、
ず
ば
り

「
西
洋
で
は
ス
チ
ヴ
ン
ソ
ン

(∞
8
5
5
8
)
 
の
文

が
一
番
好
き
だ
」
と
激
石
が
率
直
に
語
っ
て
い
る
の
は
印
象
的
で
あ
る
。
そ
の
他
、

「
余
が
文
章
に
禅
益
せ
し
書
籍
」
(
「
文
章
世
界
』
一
九

O
六
・
一
二
)
、
「
夏
目
激
石

氏
文
学
談
」
(
『
早
稲
田
文
学
』

り
」
(
『
新
潮
』

一
九

O
六
・
八
)
、
「
独
歩
氏
の
作
に
低
佃
趣
味
あ

一
九

O
八
・
七
)
、
「
小
説
に
用
ふ
る
天
然
」
(
『
国
民
新
聞
』

九

O
九
・
一
)
、
「
思
ひ
出
す
事
な
ど
」
(
『
朝
日
新
聞
』

一
九
一

0
・一

0
1
一
九
一

一
・
一
二
や
日
記
・
断
片
な
ど
に
お
い
て
も
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
に
つ
い
て
の

言
及
が
散
見
さ
れ
る
。
激
石
山
一
房
蔵
書
目
録
に
お
け
る
、

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の

作
品
の
数
も
、
激
石
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
愛
読
の
証
拠
と
な
る
だ
ろ
う
。
小
玉

晃
一
氏
は
「
激
石
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
」
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
作
品
は
、
そ
の
英
文
学
関
係
の
洋
書
六
四
O
点
の
蔵
書
中
十

四
点
を
占
め
、
そ
れ
は
ス
コ
ッ
ト
十
六
点
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
十
二
点
、
ミ
ル
ト
ン

十
点
、

G

・
エ
リ
オ
ッ
ト
九
点
と
い
う
数
字
か
ら
見
て
も
、
そ
の
傾
倒
ぶ
り
が
わ
か

る。
蔵
書
目
録
に
は
、
小
玉
氏
が
取
り
上
げ
た
ほ
か
に
は
、
オ
ー
ス
テ
イ
ン
四
点
、

「
余
が
文
章
に
神
益
せ
し
書
籍
」
に
て

で
は
ス
チ
ヴ
ン
ソ
ン
、

「
自
分
が
好
き
な
作
家
を
い
へ
ば
、
英
文

キ
ッ
プ
リ
ン
グ
、
其
の
他
近
代
の
作
家
で
あ
る
。
」

と
名

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
キ
ッ
プ
リ
ン
グ
八
点
が
見
ら
れ
る
。
激
石
、
が
文
章
や
談
話
で

言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
ポ

l
(
二
点
)
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
(
一
点
)
、
テ
ニ
ス
ン
(
六

占
川
)
、

メ
レ
J

ア
イ
ス

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
十
三
点

(
四
点
)
も
見
ら
れ
る
が

と
比
べ
る
と
、
遥
か
に
少
な
い
。
激
石
が
、

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
作
品
を
愛
読

「坊っちゃんJとスティーブンソン「ファレサアの浜」

し
て
い
る
の
が
明
ら
か
で
あ
る
。

『
南
海
千
一
夜
物
語
』
は
激
石
山
房
蔵
書
目
録
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
激
石
の

教
え
子
で
あ
る
鶴
見
祐
輔
は
、
一
九

O
六
年
九
月
中
旬
、
第
一
高
等
学
校
英
法
科

三
年
生
と
し
て
激
石
の
講
義
を
受
け
、
「
一
高
の
夏
目
先
伝
〕
}
に
お
い
て
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
の
教
科
書
と
い
ふ
の
は
、
ロ
バ

i
ト
・
ル
イ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
、
ゼ
・
ア

イ
ラ
ン
ド
・
ナ
イ
ト
・
エ
ン
タ
ー
テ
!
ン
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
あ
の
洗
練
し
切
っ
た

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
文
章
を
、
夏
目
先
生
か
ら
な
ら
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
自
分

た
ち
は
、
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
幼
稚
な
南
国
の
島
に
棲
む
土
人
た
ち

の
、
奇
異
な
生
活
と
、
自
然
の
描
写
と
が
、
深
い
印
象
を
自
分
た
ち
に
与
へ
た
。
自

分
は
熱
帯
地
に
対
す
る
憧
憶
を
、
ど
の
位
こ
の
一
巻
の
書
か
ら
受
け
た
か
知
れ
な
い
。

(
中
略
)
丁
度
、
そ
の
時
分
、
先
生
の
傑
作
、
坊
ち
ゃ
ん
、
が
中
央
公
論
で
発
表
さ

れ
た
。
あ
の
坊
ち
ゃ
ん
の
中
に
、
坊
ち
ゃ
ん
が
相
手
の
野
だ
に
、
喧
嘩
し
て
卵
子
を

ぶ
つ
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
を
見
て
、
前
述
の
小
説
家
に
な
っ
た
M
が、

『
先
生
、
あ
の
卵
合
戦
は
、
こ
の
本
の
話
と
似
て
ゐ
ま
す
ね
』

と
教
場
で
、
だ
し
ぬ
け
に
や
っ
た
。

す
る
と
先
生
が
、
済
ま
し
た
顔
を
し
て
、

『
う
ん
、
あ
れ
は
、
こ
の
本
か
ら
剰
窃
し
た
ん
だ
よ
。
し
か
し
、
そ
れ
を
知
っ
て
ゐ

る
の
は
、
君
達
ば
か
り
だ
か
ら
、
言
っ
ち
ゃ
い
か
ん
よ
』

と
言
っ
た
。
こ
の
本
と
い
ふ
の
は
、
初
に
記
し
た
我
々
の
教
科
書
ゼ
・
ア
イ
ラ
ン
ド

・
ナ
イ
ト
・
エ
ン
タ
ー
テ
l
ン
メ
ン
ト
で
あ
る
。
あ
の
う
ち
に
、
花
火
仕
掛
と
卵
の

滑
稽
な
大
喧
嘩
が
あ
る
の
だ
。

激
石
の
発
言
は
多
少
冗
談
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
『
南
海
千
一
夜
物
語
』
を

教
科
書
と
し
て
活
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
激
石
が
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
こ
の

作
品
を
よ
く
知
り
、
英
語
の
原
文
を
細
か
く
読
ん
だ
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
卵
合
戦
に
つ
い
て
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
作
品
で
は
な
い
。
小
宮

豊
隆
氏
は
「
夏
目
激
石
を
語
る
」
(
座
談
会
)
に
お
い
て
、
「
先
生
が
、
実
は
あ

メ
レ
デ
ィ
ス
の
小
説
に
馬
鈴
薯
を
籍

17 

れ
は
僕
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
工
夫
ぢ
ゃ
な
い
。

に
入
れ
て
あ
る
い
て
ゐ
た
男
が
喧
嘩
を
し
て
、
相
手
に
そ
の
寵
の
馬
鈴
薯
を
ぶ
つ

け
る
と
こ
ろ
が
書
い
て
あ
る
の
を
、
あ
あ
い
ふ
ふ
う
に
利
用
し
た
ま
ま
で
あ
る
」

と
語
っ
て
い
る
。
激
石
が
言
及
し
た
メ
レ
デ
ィ
ス
の
小
説
は
、
『
サ
ン
ド
ラ
・
べ

ロ
ニ
』
で
あ
る
。

小
宮
豊
隆
氏
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
激
石
が
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
を
執
筆
し
た
の
は
、

一
九

O
六
年
三
月
十
七
日
か
ら
同
月
二
十
三
日
ま
で
の
七
日
間
で
あ
る
。
江
藤
淳

氏
は
、
当
時
の
原
稿
用
紙
を
四
百
字
詰
換
算
す
れ
ば
、
激
石
は
一
日
お
よ
そ
二
十

枚

1
一
一
一
十
枚
の
猛
ス
ピ
ー
ド
で
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
を
書
き
上
げ
た
と
い
う
。
ま
た
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
江
藤
氏
は
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
つ
い
わ
日

(
初
出
一
九
七
九

年
九
月
)

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
執
筆
状
況
を
一
瞥
す
れ
ば
、
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
の
最

大
の
魅
力
と
な
っ
て
全
編
を
支
え
て
い
る
の
が
、
一
気
珂
成
な
創
造
力
の
奔
出
か
ら

生
れ
た
歯
切
れ
の
よ
い
文
体
の
リ
ズ
ム
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ず
議
論
の
余
地
が
あ
る

ま
い
。
そ
の
証
拠
に
、
も
と
も
と
全
体
を
通
じ
て
異
例
に
消
し
ゃ
直
し
の
少
な
い
『
坊

っ
ち
ゃ
ん
』
の
原
稿
の
な
か
に
は
、
ほ
と
ん
ど
彫
琢
の
跡
を
と
ど
め
ぬ
箇
所
が
一
、

二
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
(
中
略
)
そ
の
言
葉
は
、
ほ
か
の
誰
の
言
葉
で
も
な
い
激
石
の

生
得
の
言
葉
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
醇
平
た
る
江
戸
弁
で
あ
る
。
排
他
的
で
、
リ

ズ
ミ
カ
ル
で
、
や
や
軽
俄
浮
薄
な
趣
き
が
な
く
も
な
い
江
戸
ツ
子
弁
。

非
常
に
速
い
ベ

l
ス
で

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
を
完
成
で
き
た
の
は
、
江
藤
氏
が
述

べ
る
よ
う
に
、
確
か
に
激
石
が
自
分
の
馴
染
ん
で
い
る

「
江
戸
弁
」
を
使
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
と
と
も
に
、
彼
自
身
の
中
で
、
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」

の
構
想
を

す
で
に
よ
く
把
握
し
て
い
た
か
ら
で
も
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
先
述
し
た
よ

う
に
、
松
山
で
の
教
職
体
験
を
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
に
生
か
し
な
が
ら
、

一
高
で
教

科
書
と
し
て
使
っ
た

「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」

の
物
語
の
特
徴
と
、
自
分
の
馴
染
み

の
言
葉
で
あ
る
「
江
戸
弁
」
を
採
用
し
た
た
め
、
推
敵
す
る
必
要
も
な
く
、
驚
異

的
な
速
度
で
創
作
を
進
ま
せ
て

換
え
れ
ば
、
彼
の
胸
中
で
、
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」
に
習
う
な
ら
ば
、
「
ベ
ラ
ン
メ

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
を
脱
稿
し
た
の
で
あ
る
。
言
い

ー
言
葉
で
な
く
ち
ゃ
可
け
な
い
」

と
い
う
覚
悟
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
物
語
の
内
容

の
あ
ん
ば
い
、
人
物
の
造
型
、
出
来
事
の
持
ち
上
が
り
、
構
造
上
の
諸
点
を
知
り

尽
く
し
て
い
た
た
め
、
事
細
か
に
推
敵
す
る
た
め
の
時
聞
が
省
か
れ
、
毎
日
二
十

枚
i
三
十
枚
の
驚
く
べ
き
成
果
を
見
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
と
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」
に
見
ら
れ
る
共
通
性

東
洋
の
学
校
物
語
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
と
西
洋
の
作
家
が
書
い
た
南
洋
物
「
フ
ア

は
一
見
ま
っ
た
く
違
う
方
向
の
作
品
だ
、
が
、
両
作
に
は
何
ら
か
の

レ
サ
ア
の
浜
」

連
続
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
「
西
洋
で
は
ス
チ
ヴ
ン
ソ
ン

(
ω
8
4
8
8ロ)

の
文
が

番
好
き
だ
」
と
い
う
よ
う
に

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
愛
読
者
で
あ
る
激
石
が
、

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
作
品
、
特
に
「
フ
ア
レ
サ

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
に
お
い
て

か
ら
何
を
摂
取
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
第
一
人
称
で
書
て
英
語
も
大
部

変
っ
て
ゐ
る
、
此
に
習
ふ
な
ら
ベ
ラ
ン
メ

l
言
葉
で
な
く
ち
ゃ
可
け
な
い
、
悪
根

ア
の
浜
」

が
居
て
色
々
な
こ
と
も
し
ま
す
が
ね
、
其
の
マ
ア
調
子
で
す
ね
、
調
子
を
学
ん
だ

と
い
へ
ば
言
ふ
ん
で
す
」
と
い
う
彼
の
発
言
か
ら
、
こ
の
東
西
の
二
つ
の
物
語
に

見
ら
れ
る
共
通
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
激
石
の
発
言
の
順
に
語
り
手
・
言
葉
・

プ
ロ
ッ
ト
・
人
物
設
定
な
ど
の
共
通
性
を
考
察
し
て
い
こ
う
。
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語
り
手

激
石
の
『
国
民
新
聞
』
で
「
第
一
人
称
で
書
い
て
」
と
発
言
し
た
よ
う
に
、
「
フ

ア
レ
サ
ア
の
浜
」
の
語
り
手
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
は
第
一
人
称
の
「
I
」
で
あ
り
、
「
坊

っ
ち
ゃ
ん
」

の
語
り
手
坊
っ
ち
ゃ
ん
も
第
一
人
称
の

「
お
れ
」

で
あ
る
。
ま
た
、

両
作
の
語
り
手
と
も
男
性
の
主
人
公
で
あ
る
。

言
葉

「
英
語
も
大
部
変
っ
て
ゐ
る
、
比
に
習
ふ
な
ら
ベ
ラ
ン
メ
l
言
葉
で
な
く
ち
ゃ

可
け
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」

に
お
い
て
、
英
語
の
分
か

ら
な
い
原
住
民
の
発
す
る
言
葉
だ
け
で
な
く
、
白
人
が
原
住
民
と
会
話
す
る
と
き



に
、
わ
ざ
と
文
法
の
正
し
い
英
語
を
使
わ
ず
、
相
手
に
あ
わ
せ
て
砕
け
た
、
文
法

の
間
違
っ
て
い
る
文
章
は
多
く
見
ら
れ
お
ゼ
原
住
民
に
よ
っ
て
黒
人
発
音
の
綴
り

が
あ
り
、
「
視
覚
方
一
言
」
が
使
わ
れ
、
話
し
手
の
無
教
養
さ
な
ど
を
表
し
て
川
)
る
。

「
視
覚
方
言
」
と
は
、
文
学
作
品
で
標
準
的
な
綴
り
字
で
は
な
く
、

発
音
通
り
に

つ
ま
り
作
中
の
人
物
が
非
標
準
的
な
発
音
を
し
て
い
る
こ
と
を

視
覚
的
に
明
示
す
る
綴
り
字
で
あ
り
、
話
し
手
の
無
教
養
さ
な
ど
を
表
す
の
に
用

綴
っ
た
も
の
で
、

い
ら
れ
て
い
る
。

第
四
章
「
妖
術
」

で
、
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
が
島
の
者
に
ケ
イ
ス
の
顔
を
見
た
か
と

質
問
す
る
場
面
に
お
い
て
、
島
の
者
か
ら
発
す
る
視
覚
方
言
が
見
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
標
準
英
語
の
需
(
貴
君
)
〈
由
党
(
ユ
〉
は

g
y
〈
芯
〉
と
発
音
し
、

o
Z
5宮
8
5

三乞

日 rヘ

す下
るτ等
。互な

煩
さ

〈ω宮
町
四
百
円
む
回
〉

は

o
g可
o-uzza

〈むゲ田
C
1
R
J
U
]

己む回〉

と
発

「坊っちゃん」とスティーブンソン「ファレサアの浜」

地
の
文
に
お
い
て
は
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
は
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
詑
り
を
使
っ
て
い
る
。
第
一
章
「
南
海
の
婚
宴
」
と
第
二
章
「
交
際

禁
止
」
で
、
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
語
の
豆
町
白
(
女
性
)
〈
者
。

B
B〉

を
使
い
、
ウ
マ
も
閉
じ
言
葉
を
使
う
。
順
序
か
ら
い
え
ば
(
作
品
中
初
め
て
呈
宏

と
い
う
言
葉
を
発
す
る
の
は
ウ
マ
で
あ
る
)
、
恐
ら
く
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
が
来
島
す

る
前
に
島
の
白
人
等
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
一
般
の
辞
書
に
載
っ
て
い
な
い
(
常
用
さ
れ
な
い
)
言
葉
も
見
ら
れ
る
。

0
0白
冒
と
い
う
言
葉
自
体
は
珍
し
く
な
い
が
、
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」
に
常
用

さ
れ
な
い

O
O
B
Z
F
と
い
う
言
葉
、
が
よ
く
現
れ
る
。

詞
に
付
け
て
次
の
意
の
形
容
詞
を
作
お
料
、
が
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」
の
場
合

は
、
形
容
詞
に
接
尾
辞
ム
田
町
を
付
け
、
「
や
や
・
・
・
の
」
、
「
・
・
-
が
か
っ
た
」

一
般
的
に
は
、
名
詞
・
形
容

と
い
う
意
味
を
表
す
。
第
一
章
「
南
海
の
婚
宴
」
で

E
E
+
・2
F
↓

E
H尽
な
げ
(
肱

第
五
章
「
叢
林
の
一
夜
」

っ
た
使
用
例
が
あ
る
。

で
g 
g 
+ 
白で
t"" 

1 ~ユB 戸時
~十
島喝 1 

喜島

少~.
し札

ミE
h星
とさ

し
が
る
よ
う
な
)
、
第
四
章
「
妖
術
」

「戸円、∞

H
2
8
8ロ
E
B仏
ZHm町
一
夜
開
口

HRSBBBH
の
英
語
に

平
野
幸
雄
氏
は

つ
い
て
」
)
と
い
う
論
文
で
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
晩
年
の
英
語
(
『
宝
島
』
『
南

海
千
一
夜
物
語
』
)
を
、
語
法
並
び
に
用
語
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

同
氏
の
論
に
よ
れ
ば
「
司

FHag-o哩
と
用
語
」
に
お
い
て
、
熟
語
の
変
形
し
た

り
、
他
の
意
味
に
用
い
た
語
句
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。

一
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

(
前
略

)
B品
自
ご
目
。
。
E
F
O
B
E
E
-
2
2
0
ι
ぢ
昆
互
耳
包

E
E
m
=
3
5
2
ι
S
B
M有印ぎ
2-

(
四
・
八
五
頁
)

立
っ
た
催
、
泣
く
よ
う
な
音
を
聞
い
て
い
る
と
、
急
に
身
震
い
、
か
し
て
き
た
。

(
四
・
八
三
頁
)

Q
U
 

唱
E
4

一
般
的
に
「
び
く
び
く
す
る
」
「
不
安
に
お
の
の
く
」

の
熟
語
は
田
庄
司
自
・
¥
岳
易
自

同ロ

O
口町
d

回

田町
0
2
と
言
う
が
、

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
は
寄
度
目
吋
と
い
う
言
葉
で
こ

の
熟
語
を
変
形
さ
せ
る
。

そ
の
ほ
か
に
、
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」

に
た
く
さ
ん
の
海
洋
語
が
見
ら
れ
、
俗

語
や
卑
語
も
数
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
例
を
見
て
み
る
と
、
特
に
熟
語

の
変
形
や
他
の
意
味
に
用
い
た
語
句
の
存
在
が
、
「
英
語
も
大
部
変
っ
て
ゐ
る
」

と
い
う
激
石
の
発
言
に
当
て
は
ま
る
。
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」
で
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

ソ
ン
の
用
い
る
「
変
わ
っ
て
ゐ
る
」
英
語
に
「
習
ふ
な
ら
ベ
ラ
ン
メ

l
言
葉
で
な

く
ち
ゃ
可
け
な
い
」
と
い
う
覚
悟
で

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
を
書
き
上
げ
た
の
だ
。
楳

垣
実
氏
は
、
「
ベ
ラ
ン
メ
!
と
い
う
単
語
は
、

た
し
か
に
江
戸
こ
と
ば
の
代
表
と



「坊っちゃんJとスティーブンソン「ファレサアの浜j

い
え
る
。
江
戸
つ
子
は
気
が
早
く
っ
て
威
勢
が
い
い
。

そ
れ
が
こ
と
ば
の
面
に
端

的
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。
ベ
ラ
ン
メ
ー
は
「
べ
ら
ぼ
う
め
」
が
早
く
威
勢
よ
く
発

音
さ
れ
わ
一
}
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
「
箆

棒
」
に
接
尾
語
「
め
」
が
付
い
て
「
べ
ら
ぼ
う
め
」
と
な
り
、
さ
ら
に
音
が
変
化

し
て
、
江
戸
こ
と
ば
の
「
べ
ら
ん
め
え
」
と
な
っ
た
、
と
あ
る
。
作
中
に
お
い

て
も
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
が

「
べ
ら
ん
め
え
」

の
形
象
で
作
ら
れ
て
い
る
の
が
散
見
さ

れ
る
。

最
初
の
う
ち
は
、
生
徒
も
畑
に
捲
か
れ
て
ぼ
ん
や
り
し
て
居
た
か
ら
、
そ
れ
見
ろ
と

益
得
意
に
な
っ
て
、
べ
ら
ん
め
い
調
を
用
ゐ
て
た
ら
、
一
番
前
の
列
の
真
中
に
居
た
、

一
番
強
さ
う
な
奴
が
、
い
き
な
り
起
立
し
て
先
生
と
云
ふ
。
(
一
一
了
二
七
一
頁
)

そ
れ
で
送
別
会
の
席
上
で
、
大
に
演
説
で
も
し
て
其
行
を
盛
に
し
て
や
り
た
い
と
思

ふ
の
だ
が
、
お
れ
の
べ
ら
ん
め
え
調
ぢ
や
、
到
底
物
に
な
ら
な
い
か
ら
、
大
き
な
声

を
出
す
山
嵐
を
雇
っ
て
、
一
番
赤
シ
ャ
ツ
の
荒
肝
を
挫
い
て
や
ろ
う
と
考
へ
付
い
た

か
ら
、
わ
ざ
/
¥
山
嵐
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
(
九
・
三
五
五
頁
)

「
べ
ら
ん
め
え
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
た
何
だ
」
と
怒
鳴
り
付
け
た
ら
「
い
え
君
の
事
を
云

っ
た
ん
ぢ
ゃ
な
い
ん
で
す
、
全
く
な
い
ん
で
す
」
と
鉄
面
皮
に
言
訳
が
ま
し
い
事
を

ぬ

か

し

た

。

(

十

一

・

三

九

七

頁

)

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」

の
場
合
は
、
地
の
文
は
歯
切
れ
の
い
い
江
戸
弁
が
使
わ
れ
て

し
か
し
、
主
人

お
り
、
赴
任
先
の
住
民
と
の
会
話
で
現
地
の
方
言
が
見
ら
れ
る
。

公
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、
当
地
の
住
民
と
会
話
す
る
と
き
に
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」

の
白
人
の
よ
う
に
原
住
民
の
言
葉
(
分
か
り
ゃ
す
い
言
葉
)
に
あ
わ
せ
ず
に
い
る
。

生
徒
に
向
か
っ
て
、
「
お
れ
は
江
戸
つ
子
だ
か
ら
君
等
の
言
葉
は
使
へ
な
い
、
ハ
刀

ら
な
け
れ
ば
、
分
る
迄
待
っ
て
る
が
い
』
と
答
へ
て
や
っ
た
。
」
(
一
一
了
二
七
一
頁
)

と
、
自
分
の
中
央
性
を
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら
に
坊
ち
ゃ
ん
は
江
戸
つ
子
の
威
勢

を
振
る
っ
て
、
見
栄
を
張
ろ
う
と
す
る
。

道
中
を
し
た
ら
茶
代
を
や
る
も
の
だ
と
聞
い
て
居
た
。
茶
代
を
や
ら
な
い
と
粗
末
に

取
り
扱
は
れ
る
と
聞
い
て
居
た
。
こ
ん
な
、
狭
く
て
暗
い
部
屋
へ
押
し
込
め
る
の
も

茶
代
を
や
ら
な
い
所
為
だ
ら
う
。
見
す
ぼ
ら
し
い
服
装
を
し
て
、
ズ
ッ
ク
の
革
鞄
と

毛
織
子
の
煽
幅
傘
を
提
げ
て
る
か
ら
だ
ら
う
。
田
舎
者
の
癖
に
人
を
見
括
っ
た
な
。

一
番
茶
代
を
や
っ
て
驚
か
し
て
や
ら
う
。
(
一
了
二
六
三
頁
)

江
藤
淳
氏
は
前
掲
の
論
文
で
、

「
そ
の
言
葉
は
、

ほ
か
の
誰
の
言
葉
で
も
な
い

激
石
の
生
得
の
言
葉
で
あ
る
。

つ
ま
り
そ
れ
は
醇
乎
た
る
江
戸
弁
で
あ
る
。
排
他

的
で
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
、
や
や
軽
悦
浮
薄
な
趣
き
が
な
く
も
な
い
江
戸
ツ
子
弁
。
」

と
い
う
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
松
元
季
久
代
氏
は
、
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
を

-20-

江
戸
つ
子
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
の
最
も
根
底
に
あ
る
も
の
、
そ
れ
が
江
戸
つ
子

(
2
0
)
 

の
べ
ら
ん
め
え
言
葉
だ
っ
た
の
で
あ
る

J

と
述
べ
て
い
る
。
「
フ
ア
レ
サ
ア
の

浜
」
の
英
語
(
変
形
し
た
熟
語
・
海
洋
語
・
俗
語
・
卑
語
な
ど
)

は
未
聞
の
南
海

の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た
が
、

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」

の

「
、、
J¥  

ラ
ン
メ
|
言
葉
」

は
、
江
戸
ツ
子
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
軽
は
ず
み
で
落
ち
着
き
の
な

い
主
人
公
の
独
特
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
の
で
あ
る
。

プ
ロ
ッ
ト

の
存
在
は
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
「
悪
根
」
が
い

な
け
れ
ば
、
主
人
公
の
正
義
の
戦
い
が
成
立
で
き
な
い
。
激
石
が
『
国
民
新
聞
』

両
作
に
お
い
て
は
、
「
悪
根
」

で

「
悪
根
が
居
て
色
々
な
こ
と
も
し
ま
す
」
と
発
言
し
た
よ
う
に
、
「
フ
ア
レ
サ



で
は
、
ケ
イ
ス
が
悪
役
で
あ
り
、
ウ
マ
と
結
婚
し
た
ら
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ

は
商
売
が
出
来
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ウ
マ
が
排
斥
さ
れ
て
い
る
事
実
を
ウ
イ

ア
の
浜
」

ル
ト
シ
ヤ
に
黙
っ
て
、
結
婚
を
勧
め
た
。
そ
の
他
ケ
イ
ス
は
い
ろ
い
ろ
な
嘘
を
つ

き
、
策
略
を
企
ん
で
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
を
困
ら
せ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ウ
イ
ル
ト
シ

ヤ
は
自
分
の
商
売
の
た
め
と
、
迷
信
の
原
住
民
を
ケ
イ
ス
の
妖
術
仕
掛
け
か
ら
解

放
す
る
た
め
に
、
敵
を
退
治
す
る
手
段
を
考
え
る
。
そ
し
て
、
最
終
章
に
お
い
て

叢
林
に
入
っ
て
ケ
イ
ス
の
仕
掛
け
を
爆
薬
で
破
壊
す
る
の
で
あ
る
。

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の
場
合
、
生
徒
ら
は
坊
っ
ち
ゃ
ん
を
か
ら
か
う
が
、
「
悪
根
」

と
ま
で
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
赤
シ
ャ
ツ
と
野
だ
が
「
悪
根
」

で
あ
る
。
「
悪
根
」

は
、
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」

の
中
で
は

「
好
物
」
と
呼
ば
れ
、
彼
ら

は
う
ら
な
り
を
遠
ざ
け
て
、

マ
ド
ン
ナ
を
手
に
入
れ
る
策
略
を
企
み
、
坊
っ
ち

「坊っちゃん」とスティーブンソン「ファレサアの浜」

ゃ
ん
と
山
嵐
を
師
範
学
校
の
生
徒
と
喧
嘩
さ
せ
、
新
聞
屋
へ
手
を
廻
し
て
二
人
に

不
利
な
記
事
を
か
か
せ
る
な
ど
、
激
石
が
い
う
よ
う
に
「
色
々
な
こ
と
」
も
す
る
。

そ
し
て

「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」
と
同
様
に
、
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
に
お
い
て
も
「
悪

つ
ま
り
、
最
終
章
で
野
だ
に
玉
子
を
た
た
き
つ
け
、
赤

梶

へ
の
反
撃
が
あ
る
。

シ
ャ
ツ
に
拳
骨
を
食
わ
し
て
天
諒
を
加
え
る
の
で
あ
る
。

四

人
物
設
定

に
触
れ
て
い
る
が
、
「
悪
根
」
と
戦
っ
て
い
る

主
人
公
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
「
悪
根
」
に
中
心

を
置
く
こ
と
を
激
石
が
考
え
た
と
は
い
え
な
い
。
物
語
に
お
い
て
「
悪
根
」
の
み

の
存
在
は
、
そ
れ
と
の
対
比
が
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
激
石
は
触
れ
て
い
な
い

激
石
の
談
話
の
中
で

「
悪
根
」

が
、
両
作
の
主
人
公
で
あ
る
ワ
イ
ル
ト
シ
ヤ
と
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
聞
に
は
実
に
様
々

な
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
二
人
と
も
都
会
出
身
で
あ
り
、
だ
と
い
う
設
定

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
赴
任
先
の
住
民
と
の
聞
に
乳
離
や
不
調
和
が
起
こ
る
。

ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
は
、
文
明
を
象
徴
し
、
植
民
地
領
主
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
出
身

で
あ
り
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、
都
会
の
東
京
出
身
で
あ
る
。
こ
の
都
会
か
ら
田
舎
へ

の
移
動
は
、
前
者
の
場
合
は
国
境
を
越
え
、
後
者
は
日
本
国
内
の
移
動
で
あ
る
。

し
か
し
、
主
人
公
た
ち
の
目
的
地
、
あ
る
い
は
物
語
の
舞
台
は
、
そ
れ
ぞ
れ
未
聞

の
南
洋
の
島
と
「
大
森
位
な
漁
村
」
、
「
野
蛮
な
所
」
で
あ
り
、
都
会
と
ま
っ
た
く

相
反
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
人
と
も
現
地
の
住
民
を
軽
視
す
る
口
調
を
し
て
い
る
。
ワ
イ
ル
ト
シ

ヤ
は
、
原
住
民
を
「
黒
奴
」
「
馬
鹿
者
達
」
「
黒
ツ
」
と
呼
び
、
「
普
通
の
島
の
者
」

の
迷
信
深
さ
を
「
十
歳
か
十
五
歳
位
の
少
年
」
に
た
と
え
る
。
他
方
、
坊
っ
ち
ゃ

ん
は
、
現
地
の
住
民
や
生
徒
を
「
失
敬
な
奴
」
「
気
の
利
か
ぬ
田
舎
も
の
」
「
ど

ま
た
、

τ
・4
n
J臼

う
も
厄
介
な
奴
等
」
「
け
ち
な
奴
等
」
「
こ
ん
な
腐
っ
た
了
見
の
奴
」
と
称
す
る
。

性
格
面
に
お
い
て
も
、
二
人
に
は
共
通
点
、
が
見
ら
れ
る
。
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」

に
お
い
て
、
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
は
ケ
イ
ス
に
よ
っ
て
ウ
マ
と
結
婚
さ
せ
ら
れ
る
。
そ

の
結
果
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
り
、
宣
教
師
タ
ー
ル
ト
ン
に
向
か
っ
て
こ
の
よ

う
に
言
っ
て
い
る
。

「
と
こ
ろ
が
結
婚
し
て
み
る
と
、
妻
は
こ
の
土
地
で
は
排
斥
さ
れ
て
い
る
女
で
、
こ

れ
と
一
緒
に
な
っ
て
い
る
聞
は
商
売
が
出
来
な
い
事
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。
誰
で
も

こ
う
い
う
立
場
に
立
っ
た
場
合
、
も
し
男
で
あ
っ
た
ら
ど
う
す
る
で
し
ょ
う
か
。
先

ず
最
初
に
こ
う
す
る
だ
ろ
う
と
思
う
」
と
言
っ
て
、
証
書
を
引
き
裂
い
て
床
に
叩
き

つ
け
た
。
(
中
略
)
)

「
男
で
あ
り
、
貴
君
の
所
謂
人
間
ら
し
い
人
間
な
ら
ば
、
そ
の
次
に
は
そ
の
娘
を
貴

君
な
り
、
他
の
宣
教
師
の
前
へ
連
れ
て
来
て
、
私
は
こ
の
妻
と
不
正
な
結
婚
を
し
た

の
で
す
が
、
実
は
非
常
に
愛
し
て
い
る
の
で
、
今
改
め
て
正
し
く
結
婚
し
た
い
と
恩



「坊っちゃんjとスティーブンソン「ファレサアの浜J

い
ま
す
、
と
こ
う
立
っ
て
言
う
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
タ
ー
ル
ト
ン
様
、
で
は
お
願

い
し
ま
す
。
島
の
言
葉
で
や
っ
て
戴
く
方
が
い
い
で
す
。
そ
の
方
が
妻
の
気
に
入
り

ま
す
か
ら
」
と
、
ウ
マ
を
早
速
妻
と
呼
ん
で
言
っ
た
。
(
「
フ
ア
」
三
・
六
O
頁
)

ウ
マ
の
せ
い
で
商
売
が
う
ま
く
い
か
な
い
な
か
、
妻
と
商
売
と
の
間
で
ど
ち
ら

を
選
択
す
べ
き
な
の
か
。
「
こ
こ
へ
取
引
き
に
来
て
い
る
者
」

で
あ
る
な
ら
、

う
せ
不
正
な
結
婚
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
結
婚
証
書
に
も
「
該
ジ
ョ
ン
・
ウ
イ
ル

ト
シ
ヤ
氏
は
い
つ
何
時
た
り
と
も
ウ
マ
を
遺
棄
す
る
自
由
を
有
す
る
。
」
(
英
語
の

原
文
で
は
「
遺
棄
」
と
い
う
言
葉
で
な
く
、
「
娘
を
地
獄
へ
送
る
自
由
を
有
す
る
」

い
つ
で
も
妻
を
遺
棄
す
る
自

と
い
う
強
い
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
)

の
よ
う
に
、

由
が
あ
る
の
で
、
商
売
の
方
を
選
ぶ
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
ウ
マ
と
こ
の
ま
ま

結
婚
し
て
い
た
ら
商
売
に
な
ら
な
い
こ
と
を
覚
悟
し
た
上
で
、
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
は

男
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、
愛
す
る
彼
女
と
正
式
に
結
婚
す
る
こ
と
を

欲
す
る
。
ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
は
、
利
益
で
は
な
く
、
自
分
に
対
し
て
不
利
な
立
場
を

あ
え
て
選
ぶ
正
義
感
の
強
い
男
な
の
だ
。
ま
た
、
ケ
イ
ス
を
刺
す
場
面
に
お
い
て
、

ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
自
分
自
身
は
一
面
識
も
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ケ
イ
ス
に
被
害

を
受
け
た
ア
ン
ダ
ヒ
ル
、

ア
ダ
ム
ズ
の
代
わ
り
に
復
讐
す
る
よ
う
に
、
「
満
身
の

力
を
寵
め
て
冷
た
い
刃
」

で
ケ
イ
ス
を
「
突
き
刺
し
通
し
た
」

の
で
あ
る
。

「
さ
あ
、
と
つ
掴
ま
え
た
ぞ
。
も
う
お
し
ま
い
だ
、
貴
様
も
貴
様
の
旨
い
事
も
。
ど

う
だ
、
こ
の
刃
先
き
が
わ
か
る
か
。
ア
ン
ダ
ヒ
ル
の
た
め
だ
。
ア
ダ
ム
ズ
の
た
め
だ
。

さ
あ
こ
れ
は
ワ
マ
の
た
め
だ
。
こ
の
一
刺
し
で
止
め
を
刺
し
て
や
る
ぞ
」
そ
う
言
っ

て
満
身
の
力
を
縫
め
て
冷
た
い
刃
を
突
き
刺
し
通
し
た
。
(
「
フ
ア
」
五
・
一

O
五
頁
)

利
益
と
不
利
と
の
聞
で
選
択
さ
せ
ら
れ
た
と
き
、

E
義
感
に
燃
え
る
主
人
公
が

利
益
を
捨
て
、
「
ば
か
げ
た
」
選
択
肢
を
選
ぶ
の
は
、
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
に
も
見
ら

れ
る
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
赤
シ
ャ
ツ
に
提
案
さ
れ
た
増
給
を
断
ろ
う
と
し
て
、
夕
食

を
運
ん
で
き
た
婆
さ
ん
に
説
教
さ
れ
る
。

ど

「
先
生
は
月
給
が
御
上
り
る
の
か
な
も
し
」
(
婆
)

副
叶
寸
引
引
寸
司
副
判
制
叶
1
同
問
叫
引
剖
副
知
ふ
ん
で
す
」
(
坊
)

「
何
で
、
御
断
は
り
る
の
ぞ
な
も
し
」
(
婆
)

「
何
で
も
御
断
は
り
だ
。
御
婆
さ
ん
、
あ
の
赤
シ
ャ
ツ
は
馬
鹿
で
す
ぜ
。
卑
怯
で
さ

あ
」
(
坊
)

(
中
略
)

「
年
寄
の
癖
に
余
計
な
世
話
を
焼
か
な
く
っ
て
も
い
〉
。
お
れ
の
月
給
は
上
が
ら
う

と
下
が
ら
う
と
お
れ
の
月
給
だ
」
(
坊
)
(
「
坊
」
八
・
三
四
八
頁
)

増
給
を
断
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
さ
ら
に
校
長
の
狸
に
辞
表
を

出
し
た
い
旨
を
伝
え
る
。

円

Lつム

「
そ
れ
ぢ
や
私
も
辞
表
を
出
し
ま
せ
う
。
堀
田
君
一
人
辞
職
さ
せ
て
、
私
が
安
閑
と

し
て
、
留
ま
っ
て
居
ら
れ
る
と
思
っ
て
入
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
に
は

そ
ん
な
不
人
情
な
事
は
出
来
ま
せ
ん
」
(
坊
)

(
中
略
)

「
君
さ
う
我
俸
を
一
広
ふ
も
の
ぢ
ゃ
な
い
、
少
し
は
学
校
の
事
情
も
察
し
て
呉
れ
な
く

ち
ゃ
困
る
。
夫
れ
に
、
来
て
か
ら
一
月
立
っ
か
立
た
な
い
の
に
辞
職
し
た
と
云
ふ
と
、

君
の
将
来
の
履
歴
に
関
係
す
る
か
ら
、
其
辺
も
少
し
は
考
へ
た
ら
い
与
で
せ
う
」
(
狸
)

「
履
歴
な
ん
か
構
ふ
も
ん
で
す
か
、
履
歴
よ
り
義
理
が
大
切
で
す
」
(
坊
)

(
「
坊
」
一
一
・
三
八
九
l
三
九
O
頁
)

ウ
イ
ル
ト
シ
ヤ
も
坊
ち
ゃ
ん
も
正
義
感
が
強
く
、
両
作
に
お
い
て
主
人
公
の
性

格
面
は
近
似
し
て
い
る
。
彼
ら
は
決
し
て
自
分
の
利
益
を
追
い
求
め
る
こ
と
な
く
、

義
理
や
正
義
の
立
場
を
し
っ
か
り
守
っ
て
、
不
正
と
対
峠
す
る
の
で
あ
る
。



お
わ
り
に

実
体
験
か
ら
得
た
構
想
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
だ
が

そ
の
構

想
・
物
語
の
構
成
な
ど
の
問
題
に
お
い
て
は
、
『
南
海
千
一
夜
物
語
』
中
の

ア
レ
サ
ア
の
浜
」
と
の
関
係
も
無
視
し
が
た
い
。
『
国
民
新
聞
』
で
激
石
自
身
が

発
言
し
た
「
第
一
人
称
で
書
て
英
語
も
大
部
変
っ
て
ゐ
る
、
此
に
習
ふ
な
ら
ベ
ラ

ン
メ

l
言
葉
で
な
く
ち
ゃ
可
け
な
い
、
悪
視
が
居
て
色
々
な
こ
と
も
し
ま
す
」
と

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
に
も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
主
人
公
の
出
身
、

い
っ
た
条
件
が

物
語
の
舞
台
、
人
物
の
造
型
や
性
格
ま
で
似
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
東
西
の
物
語

「坊っちゃんJとスティーブンソン「ファレサアの浜」

は
一
見
方
向
、
が
ま
っ
た
く
違
う
が
、
作
中
の
共
通
点
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
さ
に

「
其
の
マ
ア
調
子
で
す
ね
、
調
子
を
学
ん
だ
と
い
へ
ば
言
ふ
ん
で
す
」
の
よ
う
に
、

西
洋
の
作
家
で
一
番
好
き
な
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
か
ら
「
調
子
」
を
学
ん
だ
の
で

あ
る
。ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
か
ら
の
影
響
は
、
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

の
ち
の

「
彼
岸
過
迄
」
に
も
そ
の
影
が
見
ら
れ
る
。
本
論
に
お
い
て
は
、
激
石
の

『
国
民
新
聞
』
で
の
発
言
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
彼
が
一
番
愛
読
し
た
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
ソ
ン
の
作
品
と
の
か
か
わ
り
・
共
通
点
に
注
目
し
て
き
た
が
、
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」

と
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
考
察
す
べ
き
課
題
が
ま

だ
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
主
人
公
の
現
地
へ
の
視
点
、
主
人
公
以
外
の
人
物

造
型
、
侵
略
者
の
姿
や
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
な
ど
の
視
点
に
も
注
意
を
払
い
な
が

ら
、
両
作
の
異
同
や
分
析
を
別
論
で
行
い
た
い
。

「フ

注

(
1
)
小
宮
豊
隆
『
激
石
の
芸
術
』
一
九
四
二
年
十
二
月
岩
波
書
庖

(
2
)
管
見
で
は
、
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
と
外
国
文
学
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
先
行
論
に

は
、
以
下
の
論
考
が
あ
る
。
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名
「
『
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ツ
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文
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ラ
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ベ
ロ
ニ
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『
坊
っ
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激
石
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泉
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大
学
出
版
会
(
メ
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ス
『
サ
ン
ト
ラ
・
ベ
ロ
ニ
』
)

(
3
)

ハ
、
、
別
に
工
夫
も
有
ま
せ
ん
、
と
今
点
っ
た
計
り
の
玉
火
屋
に
面
を
向
ひ
て

軽
く
笑
っ
た
、
彼
は
猫
以
来
俄
に
売
出
し
て
常
時
文
壇
の
時
花
子
敷
石
夏
目
文

学
士
で
あ
る
、
小
男
で
色
動
く
、
真
白
な
浴
衣
か
ら
出
し
た
面
は
寧
ろ
痩
せ
て

居
る
、
橡
期
し
た
よ
り
も
覇
気
が
見
へ
ず
思
っ
た
よ
り
も
年
が
老
っ
て
居
る
音

声
は
甚
低
い
高
づ
謙
遜
の
態
度

チ
ツ
ケ
ン
ス
(
西
洋
語
を
言
ふ
時
は
殊
に
低
く
て
関
取
れ
ぬ
位
)
を
何
様
し
た
と

か
い
ふ
人
も
有
ま
す
が
、
其
様
な
訳
で
も
有
ま
せ
ん
、
文
章
に
滑
稽
趣
味
が
あ
る

な
ら
、
其
は
性
分
で
す
ね
、
私
の
性
分
が
ま
ア
其
様
な
な
ん
で
せ
う
、
尤
も
若
い

時
l
十
歳
代
に
落
語
が
噌
で
能
く
聞
き
に
行
き
ま
し
た
、
分
り
も
し
な
か
っ
た
の

今。ヮ“



「坊っちゃん」とスティーブンソン「ファレサアの浜」

で
す
が
ね

(
こ
の
括
弧
内
の
文
章
は
本
文
を
参
照
)

モ
デ
ル
?
あ
り
ま
せ
ん
、
松
山
に
行
て
居
た
こ
と
は
有
ま
す
が
文
学
士
は
私
一

人
で
し
た
か
ら
ね
、
赤
槻
衣
が
如
何
だ
と
い
ふ
人
も
有
ま
す
が
、
其
で
は
自
分

を
書
た
事
に
な
っ
て
了
ふ
、
尤
も
道
具
屋
の
二
階
を
借
り
て
居
た
の
と
温
泉
に

行
っ
た
事
は
有
る
で
す
、
然
し
ロ
ー
カ
ル
、
カ
ラ

1

土
地
の
景
色
は
致
し

方
が
な
い
、
比
は
写
生
で
な
け
れ
ば
甘
く
行
か
な
い
か
ら

以
上
は
他
行
か
〉
っ
て
居
る
文
学
士
を
引
止
め
て
聞
き
得
た
極
短
か
い
時
間
の

談
話
で
あ
る
、
辞
し
去
る
時
に
彼
は
台
洋
灯
を
摘
ん
で
玄
関
ま
で
見
送
く
り
、

玉
火
屋
と
障
子
の
聞
か
ら
首
を
出
し
、
比
の
近
所
に
住
ま
す
か
、
イ
エ
赤
坂
で

す
と
答
へ
る
と
、
御
苦
労
で
し
た
ね
と
い
っ
た
言
葉
は
暖
か
、
っ
た
(
家
巣
生
)

(
4
)
大
屋
幸
世
「
「
払

V
ゃ
ん
」
の
著
者
|
|
当
時
の
新
聞
記
事
か
ら
i
|
」
『
図
書
』

一
九
七
一
年
十
一
月
岩
波
書
底

(
5
)
伊
藤
整
荒
正
人
編
『
激
石
研
究
年
表
』
(
『
激
石
文
学
全
集
』
別
巻
)
一
九
七

四
年
十
月
集
英
社

(
6
)
荒
正
人
『
激
石
研
究
年
表
増
補
改
訂
』
一
九
八
四
年
六
月
集
英
社

(
7
)
。
切
ス
タ
ー
ン
『
ス
テ
ィ

l
ヴ
ン
ソ
ン
』
英
文
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
|
|
「
作
家
と

作
品
」
Z
。
-
M
M

日
高
八
郎
訳
一
九
五
六
年
十
一
月
研
究
社

(
8
)
回
目
〈
開
Z
目
。
z
w
H
N
F
-
-
Z
2

旨
を
S
Z
開
F
Z
Z
「
作
者
小
伝
」
(
改
訂
・
福
原
麟

太
郎
)
一
九
四
七
年
四
研
究
社

(
9
)
夏
目
激
石
「
予
の
愛
読
書
」
『
激
石
全
集
』
第
二
十
五
巻
一
九
九
六
年
五
月
岩

波
書
庇
(
初
出
:
一
九

O
六
年
一
月
一
日
『
中
央
公
論
』
第
二
十
一
年
一
号
)

西
洋
で
は
ス
チ
グ
ン
ソ
ン
(
回
s
g
g
g
)
の
文
、
が
一
番
好
き
だ
。
力
が
あ
っ
て
、

簡
潔
で
、
ク
ド
ノ
¥
し
い
処
が
な
い
、
女
々
し
い
処
が
な
い
。
ス
チ
ヴ
ン
ソ
ン

の
文
を
読
む
と
ハ
キ
ノ
¥
し
て
よ
い
心
持
だ
。
話
も
余
り
長
い
の
が
な
く
、
先

づ
短
篇
と
い
ふ
て
よ
い
。
句
・
も
短
い
。
殊
に
晩
年
の
作
が
よ
い
と
恩
ふ
。
豆
島
芯
円

。
同
切
包

-z-可
思
な
ど
は
文
章
が
実
に
面
白
い
。
(
後
略
)

(ω)
小
玉
晃
一
『
比
較
文
学
の
周
辺
』
一
九
七
三
年
七
月
笠
間
書
院

(
日
)
鶴
見
祐
輔
『
壇
上
・
紙
上
・
街
上
の
人
』
「
三
二
一
高
の
夏
目
先
生
」
一
九
二

六
年
十
一
月
講
談
社

※
鶴
見
祐
輔
氏
は
、
一
九

O
六
年
二
局
の
思
い
出
を
そ
の
二
十
年
後
(
一
九
二

六
年
)
に
語
っ
て
い
る
が
、
長
い
年
月
の
隔
た
り
の
た
め
か
、
数
箇
所
が
暖
味

で
あ
る
。

①
当
時
(
一
九

O
六
年
)
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
を
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
『
中
央
公
論
』

で
な
く
、
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
で
あ
る
。
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
を
収
録
す
る
初
刊
本
・

再
刊
本
に
し
て
も
、
出
版
社
は
そ
れ
ぞ
れ
春
楊
堂
(
一
九

O
七
・
一
九
一
三
・

一
九
一
四
年
)
、
新
潮
社
(
一
九
一
四
年
)
で
あ
る
。

②
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
に
お
い
て
「
卵
合
戦
」
が
見
え
る
が
、
「
ゼ
・
ア
イ
ラ
ン
ド

・
ナ
イ
ト
・
エ
ン
タ
ー
テ

l
ン
メ
ン
ト
」
の
三
篇
に
は
見
ら
れ
な
い
。

(
ロ
)
小
宮
豊
隆
他
「
夏
目
激
石
を
語
る
(
座
談
会
)
」
『
心
』
八
十
号
一
九
五
五

年
六
月
平
凡
社

(
日
)
江
藤
淳
「
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
に
つ
い
て
」
(
新
潮
文
庫
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
解
説
)

一
九
九
八
年
五
月
新
潮
社

(
日
)
例
え
ば
、
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」
第
四
章
(
英
文
七
四
頁
、
和
文
七
三
頁
)
。
ゥ

イ
ル
ト
シ
ヤ
が
男
性
の
島
民
に
道
を
尋
ね
る
場
面
。
道
を
指
す
代
名
詞
d
=

が
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ほ
か
の
文
法
的
間
違
い
も
見
ら
れ
る
。

同
富
田
自
色
F
M
g
同時岳
O
B
者
自
口
。
円
。
怠
問
。
E
m
o
E
件
者
向
島
・

示
。
ロ
2
5
0
。
5
3
&
~
ω
包
品
F
0
・
J
4
。
若
宮
色
。
注
・
3

E
Z
。
t
a
u
-
o
明
。
円
F
O
E
t
-
-
器
ESι・

J
L
。
明
。
。
ι
~
m昌
弘

F
0
・
ε
叶
。
。
B
=
n
F
品
。
i
-
F
O
国
件
。
司
P
0
8
・
=

ε
o
r
。
-
=
g
u
、
国
H
U
d
a
-
E
E
官
庁
口
々
ι
2
-
-
L
r
a
r
g
弓
=

a
d
向
宮
内
同
O
〈
己
唱
者
。
5
8
ι
0
5
-
u
H
8
5
5
F
R
同
2
F
3
2
広
自
可
E
o
z
-
d
H
。
目
u
p
o
B

包
7
1
5
0
ζ
S
F
O
明
。
岬
F
O
『
0
・
5
2
5
0
g
口ぺ

(
日
)
※
巴
『
唱
。
『
切
符
0
3
3
5
の
発
音
は
の
列
。
岩
国
関
戸
旬
。
ロ
主
冨
p
a
¥
。
民
O
H
a仏

k
r
ι
〈
B
n
o
ι
円
L
S
B
q
，
m
豆
町
民
自
白
吋
。
同
P
5忌
何
回
加

E
m
F
J
E
E
a
-
g
p
。
民
。
E

d
E
g
話
再
可
司
自
m
p
H
U
S
に
よ
る
。

※
切
E釦}
f

。各rm号可5。
8唱
吉
広
三
-
z
。
5
発
音
は
『
ジ
!
ニ
ア
ス
英
和
大
辞
典
』
小
西
友
七
.
南

出
康
世
編
集
二

O
O
一了了，f‘

(

H“
山
)
『
ジ

i
ニ
ア
ス
英
和
大
辞
典
』
小
西
友
七
.
南
出
康
世
編
集
二

O
O
一一，
1:
二

年
大
修
館

(
げ
)
平
野
幸
雄
「
河
戸
田
H
2
8
E
R
r
-
伊
豆
呂
ち
え
恒
三
E
E同凶器
O
R
の
英
語
に
つ
い
て
」

愛
知
女
子
短
大
紀
要
第
八
輯
一
九
五
七
年
十
二
月

(
同
)
楳
垣
実
「
べ
ら
ん
め
え
と
そ
う
ど
す
か
|
!
?
江
戸
こ
と
ぼ
と
上
方
こ
と
ば
i
」

『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
二
十
八
巻
十
五
号
一
九
六
三
年
十
一
月
至
文
堂

S
斗
Aつhw



(ω)
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
十
一
巻
二

O
O
一
年
十
一
月
小
学
館

(
初
)
松
元
季
久
代
「
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
と
標
準
語
雄
弁
術
の
時
代
内
向
す
る
「
ベ
ら

ん
め
え
」
」
『
激
石
研
究
』
十
二
号
一
九
九
九
年
十
月
翰
林
書
房

【
付
記
】

※
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の
テ
キ
ス
ト
は
『
激
石
全
集
』
第
二
巻
二
九
九
四
年
一
月

書
庖
)
を
使
用
し
た
。

※
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」
の
英
語
テ
キ
ス
ト
は
z
d冨
切

g
。r
a
E
-
E竺
(
盟

2
8
2
P同
NSOユ

円

o
g
p
y
向。
E
F
出

S
E
E
r
-
z
E口加
温

M
C
C
U
)

を
使
用
し
た
。
(
初
出
:
∞
同
国
〈
同
Z
ω
O
Zリ

H
P
F
u
z
E
B仏
呂
間
町
民
国
】
仲
町
立
恒
吉
田
町
口
広
三
円
、

o
E
O
R
(
U印
回
目
白
口

u
Z目
当

J
1
0

持

∞

RUHισ
ロ
白
同
国
w

日
∞
唱
凶
)

※
「
フ
ア
レ
サ
ア
の
浜
」
の
日
本
語
訳
は
『
南
海
千
二
夜
物
語
』
(
中
村
徳
三
郎
訳

五

O
年
二
月
岩
波
書
庖
)
を
使
用
し
た
。

※
傍
線
は
私
に
付
し
た
。

岩
波九

(
れ
お
ん
・
ゅ
っ
と
・
も
い
、
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学

p
h
u
 

q
L
 

「坊っちゃん」とスティーブンソン「ファレサアの浜J




